
※児童福祉法に基づくサービスとなり給付費収入がある

子ども発達センターの現状・課題について

・相談件数の増加、特に就学後の相談ニーズの増加
・保護者の就労等による預り、土曜療育等のニーズの増加
・５歳児健康診査の開始予定
・ニーズの多様化に伴う、センターに求められる役割の拡大
・児童発達支援センターとして求められる４つの機能
① 幅広い高度な専門性に基づく発達支援・家族支援機能
② 地域の障害児通所支援事業所に対するスーパーバイズ
・コンサルテーション機能

③ 地域のインクルージョン推進の中核としての機能
④ 地域の障害児の発達支援の入口としての相談機能

・機能充実のための財源確保

・昭和４４年 調布市心身障害児・者親の会の熱意により「あゆみ教室」誕生。翌年、市の事業として「あゆみ教室」開始
・昭和４９年 「調布市あゆみ学園」が調布市染地に開設 市独自の施設として就学前の障害児通園事業を実施
・平成２１年１０月 調布市子ども発達センター開設 「調布市あゆみ学園」から「子ども発達センター」へ

相談事業、発達支援事業、通園事業の３事業開始
・平成２３年 通園事業を全面委託（調布市社会福祉事業団）
・平成２４年 緊急一時養護事業、リフレッシュ支援事業、障害児相談支援事業開始
・令和2年10月 児童発達支援センターへ移行 地域の中核的な支援機関へ

子ども発達センターの歩み

課題・背景

R7利用人数 事業概要

発達支援事業 734人
(実人数)

市独自事業として実施する個
別・グループ療育

通園事業 40人
(定員)

児童福祉法に基づく児童発達支
援事業

相談事業 2,294人
(延人数)

保護者や子ども施設等からの相
談

資料３

(第3回 調布市障害者総合計画策定委員会）

・発達支援事業の一部の通所事業について、通園事業と同じ児童福祉法に基づく通所サービス（児童発達支援）に移行可能性を検討
（法内化※の範囲は利用する児童の状態像などに応じて設定）
・その他通園事業・相談事業のあり方の検討

子ども発達センターの機能充実


